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はじめに
催眠とは､定義が難しい現象であるが､ここでは
いわゆるトランスやヒステリーに代表されるような
一過性の意識の低下あるいは意識の消失状態をさす
ことにする｡そのような状態は､多くの原因によっ
て解発され､さまざまな形をとって現れる (図1)0
たとえば､催眠の解発要因には､自己暗示による緊
張の緩和､逆に他者暗示による注意の集中､また感
情の異常克進や肉体の極限疲労､さらには強度のス
トレスなどがある｡催眠中の状態には､気分の高揚
した状態であるハイ､全身が動かなくなるカタレプ
シー､逆に錯乱による暴発などがある｡
これらのうち､ストレス性の催眠は､恐怖や不快
感が原因であるが､それが解発されるのは､ストレ
スに耐えようとしてもそれができないという状況下
である｡目的論的には､限度を越えるストレスに
よって精神のシステムが崩壊するのを防いでいると
いう解釈ができる｡下等動物では､いたずらにもが
いて体が損傷するのを防ぐという利点があるのかも
しれない｡メカニズムの上からは､葛藤の末の転移
行動とみなすこともできる｡ また適応的観点から
は､催眠は突然の行動スイッチングによる "はぐら
かし"効果をもっており､敵から逃れるチャンスを
つくる働きがあるようである｡ ここでは催眠につい
ての概略を述べ､ついでコオロギによる研究成果を
紹介する1)｡
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図1 ヒトにおける催眠の誘発要因(上)と
催眠時の行動(下)
1.催眠の研究
催眠の研究は､もともとヒトで始まったのである
が､睡眠の場合のようには着実に発展してこなかっ
た｡その最大の理由は､催眠中であることを示す客
観的指標が得られないことである｡ヒトにおいて
は､催眠といっても被験者の意識レベルは一棟では
なく､外観からはなかなか判定することが難しい｡
このことは催眠術ショウなどといういかがわしいも
のを考えてみればわかることである｡脳波による研
究では､催眠時のそれは "まどろみ"に近いパター
ンを示すとの報告があるが､催眠を =まどろみ"か
ら区別する催眠特有のパターンというものは知られ
ていない ｡それに催眠中の脳波は覚醒時のそれとな
んら変わらないという報告も多い｡結局､催眠と呼
んでいる状態には意識のレベルにおいて大きな幅が
あり､典型的な催眠状態というものは､きわめて限
られた条件下で､しかもまれにしか起こらないので
はないかと思われる｡ このような理由からヒトによ
る催眠の生理学的研究は､今後もあまり発展が望め
そうにない｡
一方､動物においてもヒトの催眠とよく似た現象
が昔から知られており､動物催眠 (animalhypno-
sis)と呼ばれている｡ 動物では体を拘束し､とき
には転倒などを加え､姿勢を急激に変えることで容
易に催眠-と導くことができる｡ 催眠状態は安定し
ており､再現性も十分にあるが､これまでのところ
研究は現象の記載に終わっているものばかりであ
る｡
2.動物の死にまね
動物催眠は､ある場合には死にまね (death
feigning)とか擬死 (thanatosis)などと呼ばれて
いる｡ このように呼ぶのは､それまで活発に動いて
いた動物が突然身動きひとつしなくなり､しかもそ
のときの状態があたかも死んでいるように見えるか
らである｡ 図2は､いくつかの例を示している｡ ヨ
ーロッパヤマカガシは軽い接触を受けると自ら腹を
返し､口を開いて死んだような姿勢をとる｡ 同様の
行動をするシシバナヘビでは､さらにロのそばにあ
る腺から出血までしてみせる｡ 他の多 くのもので
は､拘束などによって強いストレスを加える必要が
ある｡ キタオポッサム は､コヨーテに追いつめら
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図2 脊椎動物の死にまね1)
A:ウシガエル B:ヨーロッパヤマカガシ
C:ニワUJ Ⅰ):キタオポッサム
れると､はじめ威嚇によって抵抗するが､捕まえら
れると擬死に陥る｡ カエルやニワトリでは､ほどよ
い圧迫を加えることによって起こすことができる｡
拘束による不動化が瞬時に起こる場合には､その
種特有の反射姿勢 (屈曲あるいは伸展)を伴うが､
それら姿勢は擬死が起こるのに必要不可欠というわ
けではない｡不動状態は､通常数分間続いた後､突
然解除される｡ 睡眠の場合とは異なって､覚醒後は
直ちにもとの活動レベルにもどる｡ 死にまね中は､
呼吸運動の低下､感覚刺激に対する反応性の低下､
種々の反射機能の低下のほか､言いなりの姿勢とい
うべき =カタレプシー"症状が現れる｡ これらは無
脊椎動物からヒトに至るまでほぼ共通して見られて
おり､このことは､催眠の機構が神経系の基本的構
造に根ざしたものであることをうかがわせる｡
3.コオロギの死にまね誘発に関わる受容器
昆虫には､死にまねをするものが多い｡とくに甲
虫類ではよく知られている｡擬死時間については､
テントウムシでは数分間程度であるが､ゾウムシャ
ゴミムシでは1時間以上にも及ぶ｡直週日に属し､
隠蔽擬態をする夜行性のナナフシャコノハムシなど
では､外からストレスを加えられなくても､周りが
明るくなると自ら長時間の不動状態に入る｡ ナナフ
シは唯一神経レベルの研究に用いられた動物だが､
その死にまねの機構はいまだ解明されないままであ
る｡
最近､われわれはフタホシコオロギが死にまね行
動をすることを見つけ､その性質を詳しく調べた｡
擬死時間は4分程度であるが､場合によっては20
分にも及ぶ｡不動状態下では､全身の硬直と付属肢
図3 コオロギの死にまね解発に関わる感覚受容器1)
上段 死にまね中のフタホシコオロギ
中段 前肢前面図
下段 A:前胸背板上の棟状感覚子
B:転節と腔節上の鐘状感覚子
C:腿節内の弦状感覚子
の屈曲､呼吸の低下､音に対する反応性の低下､カ
タレプシーの出現など､いずれも催眠に特有の症状
を呈する｡
擬死の解発は､コオロギの前胸部を両側から指で
軽く挟むと反射的に起こるので､このとき刺激を受
けると思われる胸部と前肢の機械受容器を順次破壊
して解析をおこなった｡その結果､胸部に関して
は､その背板にある棟状感覚子､肢に関しては､転
節と腔節にある鐘状感覚子と髄節内にある弦状器
官､これら3者が関与することがわかった2) (図
3)｡ さらに詳しく調査したところ､屈曲の誘発に
は前2者が､不動状態の解発には後者が関与してい
た｡死にまねの解発に続く不動状態の維持にも弦状
器官が必要であるかどうかは今のところわかってい
ない｡
4.死にまねのメカニズム
コオロギの死にまねの神経機構については､切除
実験の結果にもとづいて推察するほかないが､現在
以下のように考えている (図4)｡ まず､胸部と前
肢のクチクラがひずまされると､それぞれの棟状感
覚子と鐘状感覚子が刺激され､全身が屈曲する
(A)｡ このとき肢は完全に屈曲し動かないため､
等尺性筋収縮(isolnetric contraction)となり､そ
の条件下で屈筋が活動すると筋のふるえが起こる｡
これが弦状器官を刺激する(B)｡弦状器官には､約
150個の機械感覚ニューロンがあるが､各ニュー
ロンは刺激の様式 (関節の角度､開閉速度､加速
度､振動など)によって独特の応答をするように分
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図4 コオロギの死にまねの神経機構
化しており､このうち擬死の場合は､筋肉のふるえ
を受容するニューロンの出力が中枢へと送 り込ま
れ､これが不動化のトリガーになると考えられる｡
死にまねの解発には､脳が不可欠であることがわ
かっているので､おそらく､トリガー信号は前胸神
経節を経て脳-伝えられ､そこから全身に不動化の
コマンドシグナルが送り出されるものと思われる
(C)｡ あるいは､脳と胸部神経節の間に形成され
る反響回路を活性化するという可能性もある (C,点
線の矢印)｡ 予備的な知見ではあるが､死にまね中
に頭部神経節から下降する神経活動を記録してみる
と､ごく一部を除いて､多くのニューロンは自発発
火を停止することがわかっている3)｡ パブロフの仮
説 ｢催眠は大脳の神経活動の広汎な抑制によって起
こる｣を考え合わせると興味深い｡
5.死にまねの機能
死にまね行動は､これを行う動物にとって果たし
て生存上役立つものであろうか｡これを調べた報告
はきわめて少ない｡昆虫などでもっとも考えやすい
のは､急に動かなくなることで敵を "はぐらかす"
という機能である｡ コオロギの捕食者であるカエル
やトカゲは､動くものしか餌として認識しない｡そ
こでまず､フタホシコオロギが野外において死にま
ねをすることがあるかどうかをテストするため､コ
オロギを芝生に放って追い立てた｡するとコオロギ
はただちに窪みを見つけ､そこにもぐり込んだ｡そ
の最中､突然不動状態に陥ることがわかった｡狭い
ところに体を突込んで胸部が圧迫されたのである｡
このフタホシコオロギは､もともと小石や裸の多い
ところを好んですみかとし､敵が来ると隙間に逃げ
込むという習性がある｡ 一方､このような走地性の
習性を持たず､追われると盛んにジャンプをして逃
げるエンマコオロギでは､擬死は起こらなかった｡
つまり､フタホシコオロギの死にまねは､この種に
とっての適応的行動といえるのである｡ 逃避時に狭
A:屈曲反射の解発
B:弦状器官の刺激によ
る不動状態の解発
C:不動状態の保持
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説明は本文
所にもぐりこむ性質のあるクワガタムシが死にまね
をするのに対し､それを示さないカブトムシは死に
まねをしないという事実 も上記の解釈に合ってい
る｡ このように比較的近縁種でありながら､逃避戦
略の違いに相応 して､擬死するものとしないものが
いるというのもまことに興味深い｡最後に､ハチャ
カマキリのように凶暴な昆虫では死にまね行動は全
く見られなかった｡かれらはもともと死にまねをす
る必要がないからであろう｡
あわりに
ここで紹介したコオロギの知見は､当研究室の西
野浩史と筆者の共同研究によるものである｡ 近年､
大脳生理学の著しい進歩､ならびに認知心理学やコ
ンピュータ ･サイエンスの隆盛によって､これまで
行動学と生理学で取り上げることがタブーとされて
きた "意識"の解明に関心が高まりつつある｡ しか
しながら､ヒトをはじめとする高等動物では､やは
り神経系の複雑さゆえに多くの困難がつきまとう｡
シンプルな神経系を持つ下等動物による研究が今後
の発展の鍵を撞ると思われる｡
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